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市議会

ぴ〜ファイブ
利用者
と

音楽施設と室内公園が
複合した施設です

　
ぴ
～
フ
ァ
イ
ブ
１
階
に
音
楽
施
設
（
公
共
施

設
）
と
屋
内
公
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
広
場
（
民
間

施
設
）
を
整
備
し
た
「
し
ま
だ
音
楽
広
場
」
が
平

成
30
年
３
月
21
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
市
民
会
館
閉
館
後
、
市
内
で
不
足
し
て
い
る
音

楽
施
設
等
を
整
備
し
、
提
供
す
る
と
と
も
に
、
天

候
に
左
右
さ
れ
ず
に
親
子
等
が
集
い
遊
べ
る
場
と

し
て
、
公
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
広
場
を
設
け
ま
し

た
。

　
今
回
、
ぴ
～
フ
ァ
イ
ブ
１
階
の
音
楽
施
設
Ｂ
ス

タ
ジ
オ
で
練
習
し
て
い
た
Ｂ
ａ
ｄ 

Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

Ｓ 

（
バ
ッ
ト　
ス
メ
ル
ズ
）
の
メ
ン
バ
ー
（
表

紙
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
結
成
14
年
、
バ
ン

ド
名
は
「
も
う
一
度
嗅
ぎ
た
く
な
る
」
と
い
う
こ

と
で
命
名
し
た
そ
う
で
す
。
広
報
し
ま
だ
で
「
し

ま
だ
音
楽
広
場
」
を
知
り
、
利
用
を
始
め
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
道
下
さ
ん（
ギ
タ
ー
）・ 

田
村
さ
ん

（
ド
ラ
ム
）・土
屋
さ
ん（
ベ
ー
ス
）の
３
人
組
で
す
。

《
利
用
し
て
の
感
想
は
？
》

・
以
前
は
、
藤
枝
の
ス
タ
ジ
オ
で
練
習
し
て
い
た

が
、
近
く
な
っ
て
便
利
。

・
利
用
料
が
部
屋
貸
し
な
の
で
、
以
前
よ
り
半
額

以
下
と
な
り
助
か
る
。

・
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
が
常
設
な
こ
と
が
良
い
。

・
施
設
は
、
メ
ン
バ
ー
の
住
居
の
真
ん
中
に
あ
る

の
で
集
ま
り
や
す
い
。

特 集し
ま
だ
音
楽
広
場
が
ぴ
～
フ
ァ
イ
ブ
１
階
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
３
月
21
日
オ
ー
プ
ン
！
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館
内
で
遊
ん
で
い
る
親
子
に
も
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

《
利
用
頻
度
（
ど
の
く
ら
い
来
る
か
？
）》

・
週
に
１
、
２
回
（
３
家
族
が
回
答
）

・
初
め
て
（
２
家
族
が
回
答
）

・
時
々
（
２
家
族
が
回
答
）

《
滞
在
時
間
（
ど
の
く
ら
い
い
る
か
？
）》

・
２
時
間
～
５
時
間
程
度

《
認
知
度
（
ど
う
し
て
知
っ
た
か
？
）》

・
ニ
ュ
ー
ス
、
新
聞
、
広
報
し
ま
だ

《
感
想
ほ
か
（
利
用
し
て
ど
う
か
？
）》

・
雨
天
、
猛
暑
の
日
は
過
ご
し
や
す
い
。

・
遊
具
に
危
険
が
少
な
い
の
で
安
心
。

・
ど
こ
に
い
て
も
全
体
を
見
渡
せ
る
の
で
安
心
。

・
マ
マ
友
と
話
が
で
き
る
の
で
長
い
時
間
居
て
も

苦
に
な
ら
な
い
。

・
こ
ど
も
館
が
混
ん
で
い
る
の
で
来
た
。

・
近
隣
に
公
園
が
な
い
の
で
利
用
し
て
い
る
。

・
買
い
物
つ
い
で
に
寄
れ
る
の
で
便
利
。

・
子
ど
も
と
徒
歩
で
来
館
で
き
る
か
ら
良
い
。

・
で
き
た
ば
か
り
で
き
れ
い
だ
か
ら
良
い
。

・
乳
児
も
居
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
良
い
。

・
１
階
で
そ
の
ま
ま
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
ア
ク

セ
ス
し
や
す
く
入
り
や
す
い
。

・
安
全
に
遊
べ
る
。

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
様
子
が
ほ
ほ
笑
ま
し

い
広
場
で
す
。
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６
月
１
日
（
金
）
本
会
議
初
日　
正
・
副
議
長
選
挙
と
常
任
委
員
改
選

島
田
市
議
会
の
議
長
・
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
大お
お

石い
し

節せ
つ

雄お

議
長
、
清し

水み
ず

唯た
だ

史し

副
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員

お
よ
び
議
会
運
営
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

（
し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
第
64
号
に
掲
載
）

21
議
案
上
程

繰
越
明
許
費
や
市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
専
決
処
分
報
告
等
10
件
、

一
般
会
計
・
病
院
事
業
会
計
な
ど
補
正
予
算
４
件
、
条
例
４
件
、
そ
の

他
３
件
の
計
21
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
11
日
（
月
）
～
13
日
（
水
）
一
般
質
問　
議
員
17
人
が
登
壇

議
員
17
人
が
一
問
一
答
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
８
～
16
ペ
ー
ジ
）

６
月
15
日
（
金
）
議
案
質
疑
、
追
加
議
案
３
件
上
程

初
日
に
上
程
さ
れ
た
２
議
案
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
財
産

の
取
得
３
件
の
議
案
が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。	

（
５
ペ
ー
ジ
）

６
月
18
日
（
月
）
～
６
月
19
日
（
火
）
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
半

日
ず
つ
分
散
開
催
し
、
３
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
24
議
案
の
う
ち
、
繰
越

明
許
費
等
の
報
告
７
件
を
除
く
専
決
処
分
の
承
認
・
補
正
予
算
・
条
例

改
正
な
ど
17
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。	

（
６
・
７
ペ
ー
ジ
）

６
月
29
日
（
金
）
本
会
議
最
終
日　
追
加
議
案
上
程　
19
議
案
可
決

３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
が
報
告
し
、

２
議
案
に
つ
い
て
議
員
延
べ
４
人
が
登
壇
し
、
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
一
般
議
案
２
件
は
賛
成
多
数
で
、
除
く
15
議
案
が
全
議
員

賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
教
育
委
員
の
任
命
、
公
平
委
員
の
選
任
の
２
件
が
追
加
上
程

さ
れ
、
全
員
賛
成
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
発
議
に
よ
り
新
た
な「
議
会
だ
よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

の
設
置
が
追
加
上
程
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
17
ペ
ー
ジ
）

定例会
の

概要

一
般
会
計
２
億
２
４
７
０
万
５
０
０
０
円
減
額
ほ
か

旧
金
中
跡
地
月
額
１
２
０
万
円
で
貸
付
け
な
ど
可
決

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
１
日
（
金
）
か
ら
６
月
29
日
（
金
）
ま
で
、
29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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〈
議
案
第
47
号　
島
田
市
都
市
公
園
の
設
置
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

〈
議
案
第
50
号　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
〉

Q	

都
市
公
園
は
、
市
内
に
何
カ
所
あ
る
か
。

A	

１
２
２
カ
所
あ
る
。

Q	

条
例
改
正
の
経
緯
は
。

A	

こ
れ
ま
で
、
都
市
公
園
に
設
け
る
運
動
施
設
の
敷
地
面
積
は
総
計
の
１
０
０
分

の
50
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
改
正
は
、
自
治
体
の
実

情
に
合
わ
せ
て
、
設
置
率
の
割
合
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
超
え
て
は

な
ら
な
い
と
す
る
条
例
改
正
で
あ
る
。

Q	

島
田
市
の
改
正
内
容
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A	

市
内
で
最
も
運
動
施
設
の
比
率
が
高
い
横
井
運
動
場
公
園
は
、
島
田
球
場
、
島

田
第
二
球
場
、
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
を
抱
え
、
そ
の
占
め
る
割
合
は
１
０
０
分

の
43
で
あ
る
。
現
時
点
で
も
、
１
０
０
分
の
50
を
超
え
る
よ
う
な
計
画
が
な
い

た
め
、
１
０
０
分
の
50
と
定
め
た
。

Q	

今
後
、
何
ら
か
の
施
設
の
整
備
が
必
要
と
な
り
、
１
０
０
分
の
50
を
超
え
る
よ

う
な
事
態
と
な
っ
た
場
合
は
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

A	

ま
ず
、
公
園
敷
地
全
体
の
拡
張
が
必
要
か
を
検
討
し
、
整
備
す
る
必
要
が
あ
れ

ば
１
０
０
分
の
50
を
超
え
る
面
積
割
合
を
条
例
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q	

大
津
通
り
東
線
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
路
線
延
長
を
縮
小
す
る
理
由
は
何
か
。

A	

県
道
に
面
し
た
土
地
が
市
道
に
よ
り
分
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
団
の
土
地
と

し
て
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
見
直
し
た
た
め
で
あ
る
。

Q	

起
点
が
他
の
道
路
と
接
続
し
な
い
状
態
と
な
り
、
公
共
性
が
低
下
す
る
の
で
は

な
い
か
。

A	

道
路
に
接
続
し
て
い
な
い
行
き
止
ま
り
場
所
に
は
、
車
両
が
転
回
で
き
る
広
場

を
設
け
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
に
も
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
で
車
両

が
転
回
で
き
る
広
場
を
設
け
る
。

Q	

堤
下
上
ノ
島
線
の
幅
員
が
16
メ
ー
ト
ル
か
ら
33
メ
ー
ト
ル
と
違
い
が
あ
る
が
、

路
線
整
備
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

A	

幅
員
16
メ
ー
ト
ル
の
整
備
だ
が
、
他
の
路
線
と
交
差
す
る
場
所
に
お
い
て
は
隅

き
り
の
部
分
を
含
む
た
め
、
最
大
幅
員
が
33
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

Q	

上
ノ
島
中
原
線
に
お
い
て
、
起
点
か
ら
先
の
他
の
路
線
へ
の
接
続
は
ど
う
か
。

A	

起
点
部
は
大
井
川
の
堤
防
に
接
続
す
る
計
画
だ
。
大
井
川
の
堤
防
を
道
路
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
を
国
土
交
通
省
と
調
整
中
で
あ
る
。

Q	
牛
尾
山
へ
の
取
り
付
け
道
路
と
な
る
が
そ
の
勾
配
は
ど
の
程
度
か
。

A	

道
路
勾
配
は
最
大
８
パ
ー
セ
ン
ト
だ
。

公
園
内
の
運
動
施
設
に

設
置
制
限
は
あ
る
の
か
？

行
き
止
ま
り
で
も

市
道
認
定
さ
れ
る
条
件
と
は
？

Pick
up 1

Pick
up 2
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経
済
建
設
常
任

員
委

会

水曜どうでしょう実行委員会

のんのん保育園に併設

島田市議会には３つの常任委員会があります。議員は必ずいずれかの委員会に
属し議案審査に当たります。６月定例会の議案審査は概要のとおりです。

常任委員会報告

厚
生
教
育
常
任

員
委

会

高
校
生
相
当
年
齢
へ

　
　
　
　
　
　

医
療
助
成
拡
大

交
付
金
内
示
額
、
１
割
増

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

Q	

補
正
の
内
訳
は
。

A	

六
合
地
区
に
開
設
す
る
「
ぞ

う
さ
ん
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
の
運
営
費
と
開
所
準
備

金
で
あ
る
。

Q	

待
機
児
童
が
多
い
地
区
は
。

A	

第
一
小
、
第
四
小
、
六
合
東

小
で
あ
る
。

●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
費

Q	

高
校
生
相
当
年
齢
へ
の
医
療

費
助
成
の
内
容
は
。

A	

18
歳
に
到
達
す
る
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
高
校
生
相
当
に

な
る
。
医
療
保
険
で
親
の
扶

養
に
な
っ
て
い
る
約
２
９
０

０
人
が
対
象
。
10
月
か
ら
通

院
は
中
学
生
同
様
に
月
４
回

ま
で
５
０
０
円
の
自
己
負
担
、

入
院
は
無
料
で
あ
る
。

◇
平
成
30
年
度
島
田
市
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
島

田
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
挙
手
採
決
に
よ

り
可
決
さ
れ
た
。

　
反
対
理
由
は
、
特
定
初
診
料

２
１
６
０
円
を
５
４
０
０
円

に
増
額
し
、
さ
ら
に
特
定
再

診
料
２
７
０
０
円
を
新
た
に

加
え
る
こ
と
は
、
受
診
す
る

人
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
に

な
る
た
め
。

る
よ
う
に
す
る
。
市
と
し
て

も
島
田
の
逸
品
や
島
田
市
緑

茶
化
計
画
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

Q	

今
年
も
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ

う
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
島
田
で

開
催
さ
れ
る
が
、
昨
年
度
と

の
違
い
は
。

A	

７
月
16
日
（
祝
）
に
開
催
さ

れ
る
。
昨
年
は
午
後
７
時
ま

で
だ
っ
た
が
、
今
年
は
午
後

５
時
ま
で
と
し
、
帰
り
に
島

田
の
街
中
に
寄
っ
て
も
ら
え

Q	

特
別
損
失
の
固
定
資
産
売
却

の
値
引
き
の
理
由
は
。

A	

地
下
水
源
南
３
号
は
、
帳
簿

価
格
で
は
１
８
０
万
円
で
あ

る
。80
万
円
で
売
る
た
め
、差

額
の
１
０
０
万
円
が
損
失
と

な
る
。

Q	

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
の
内
示
額
が
少
な
い
の

で
減
額
補
正
と
な
る
が
、
昨

年
と
の
比
較
は
。

A	

交
付
要
望
額
に
対
し
て
内
示

率
は
68
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。
昨
年
度
よ
り
も
10
・

３
パ
ー
セ
ン
ト
高
い
。

平
成
30
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

●
官
民
連
携
賑に

ぎわ
い
創
出
事
業
補
助
金

●
土
木
費

意
見
が
分
か
れ
た
議
案
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旧金中跡地のアウトレットモールイメージ図

旧
金
中
跡
地
の

　
　
　
　

減
額
貸
付
の
経
緯
は

Q	
過
去
に
田
代
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
土
地
の
貸
付
契
約
が

あ
り
、
そ
の
際
に
は
議
会
に

議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い

な
い
が
、
そ
の
理
由
は
。

A	

田
代
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

約
３
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
年

額
１
３
５
０
万
円
で
貸
し
て

お
り
、
適
正
な
価
格
で
契
約

し
て
い
る
。
減
額
で
は
な
い

の
で
議
会
に
は
提
出
し
て
い

な
い
。

Q	

減
額
し
て
契
約
す
る
場
合
の

議
会
に
諮
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
法
的
な
根
拠
は
。

A	

地
方
自
治
法
第
96
条
お
よ
び

第
２
３
７
条
に
、
議
会
の
議

決
な
し
で
土
地
を
減
額
し
て

貸
し
付
け
て
は
な
ら
な
い
旨

の
規
定
が
あ
る
。

◇
こ
の
事
業
の
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
契
約
を
破
棄
し
た
場

合
は
、
更
地
に
し
て
土
地
を

返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
、
こ
の
条
件
は
契
約

書
に
記
載
す
る
と
の
こ
と
な

の
で
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

◇
道
路
や
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
、
県
と
協
議
を
す
る
中
で

柔
軟
に
土
地
利
用
が
で
き
る

よ
う
進
め
て
ほ
し
い
。

議
会
だ
よ
り
が
広
報
紙
配
信

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
マ
チ
イ
ロ
」で
閲
覧
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
（
無
料
）。

財
産
の

　
減
額
貸
付
に
つ
い
て

総
務
生
活
常
任

員
委

会

委
員
間
討
議
の
意
見

「広報紙」をタッチすると右の画面に移行します。
「しまだ議会だより」をタッチして閲覧してください。
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A
Q
&

9. 浜岡原子力発電所の再稼働について
問22 浜岡原子力発電所の再稼働について、
　　 どのようにすべきであると思いますか。　　

浜岡原子力発電所の再稼働に関する市民アンケート調査結果
（出典：平成29年度島田市総合計画市民意識調査報告書）

今の段階で再稼働してもよい
3.9%

対策工事が完了し、国が
安全であると認めた場合
は稼働してもよい 29.7%

今後も再稼働するべきでない
29.4%（回答者数：948人）

ただちに廃炉すべき 21.7%

わからない 11.4%

無回答 3.8%

浜岡原発再稼働に関する市民アンケート結果

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
６
月
定
例
会
で
は
、

17
人
の
議
員
が
個
人
質
問
を
実
施
し

ま
し
た
。
全
議
員
が
一
問
一
答
方
式

（
議
員
が
一
つ
の
質
問
を
市
長
等
も

一
つ
ず
つ
答
弁
す
る
方
式
）
を
選
択

し
、
50
分
間
の
制
限
時
間
の
中
で
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
17
議
員
の
個
人
質
問

の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す

か
？

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
録
画
映

像
は
、パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浜
岡
原
発
再
稼
働
に
は

事
前
同
意
が
必
要

桜
さくら

井
い

洋
よう

子
こ

 議員

消
費
税
の
引
き
上
げ
も
計
画
さ
れ
、

家
計
の
負
担
は
大
き
い
。
市
独
自
の

給
食
費
補
助
制
度
を
作
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

A	

食
材
以
外
の
施
設
や
設
備
の
維
持
費

お
よ
び
職
員
の
人
件
費
等
は
市
の
負

担
で
あ
る
。
食
材
費
４
億
円
の
補
助

制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

Q 

今
後
、
給
食
費
引
き
上
げ
の
考
え
は
。

A	

消
費
税
増
税
や
物
価
の
影
響
、
給
食

実
施
回
数
の
増
が
あ
れ
ば
、
改
定
の

検
討
が
必
要
に
な
る
。

Q 

昨
年
度
末
、
東
海
第
二
原
子
力
発
電

所
と
周
辺
自
治
体
６
市
村
（
水
戸
市
、

東
海
村
を
含
む
）
は
、
再
稼
働
に
は

実
質
的
な
事
前
同
意
が
必
要
と
の
新

協
定
を
締
結
し
た
。
当
市
を
含
む
近

隣
11
市
町
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
は

新
協
定
を
結
ぶ
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

A	

市
は
、
再
稼
働
は
認
め
な
い
と
い
う

方
針
を
貫
い
て
い
る
。
し
か
し
、
各

市
町
で
は
、
再
稼
働
に
対
し
て
慎
重

な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の

判
断
に
は
差
が
あ
る
。
11
市
町
が
共

に
新
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
と
考
え
る
。

Q 

Ｐ
Ａ
Ｚ
地
元
４
市
が
協
定
見
直
し
の

勉
強
会
を
始
め
る
と
い
う
が
、
Ｕ
Ｐ

Ｚ
市
町
で
の
動
き
は
あ
る
か
。

A	

今
後
の
動
向
を
見
て
い
く
中
で
、
４

市
で
新
た
な
動
き
や
方
針
が
出
れ
ば

７
市
町
で
も
検
討
を
開
始
し
た
い
。

このＱＲコード
からどうぞ！

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

Q 

学
校
給
食
は
食
育
で
あ
り
、
教
育
の

一
環
だ
。
物
価
の
高
騰
や
来
年
に
は

学
校
給
食
費
の
補
助
制
度
を
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六合駅駐輪場の防犯カメラ

新成人に配布される「ドナー登録のしおり」

骨
髄
ド
ナ
ー
啓
発
支
援
で

命
を
つ
な
ご
う

防
犯
カ
メ
ラ
を

犯
罪
抑
制
に
活
用
し
よ
う

Q 

市
内
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

状
況
は
ど
う
か
。

A	

平
成
29
年
度
末
時
点
で
公
共
施
設
34

カ
所
に
１
８
７
台
設
置
し
て
い
る
。

民
間
が
設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

Q 

設
置
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
。

A	

設
置
状
況
に
よ
り
違
い
が
あ
る
。一
例

と
し
て
は
、
平
成
28
年
度
に
市
の
施

設
に
設
置
し
た
際
の
費
用
は
８
台
で

１
２
６
万
円
で
あ
っ
た
。

Q 

通
学
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

A	

市
が
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

Q 

今
後
の
設
置
計
画
、
事
業
者
お
よ
び

自
治
会
へ
の
設
置
補
助
は
ど
う
か
。

A	

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
画
像
デ
ー

タ
の
管
理
等
の
課
題
が
あ
る
。
一
方

で
犯
罪
の
抑
止
効
果
も
認
め
ら
れ
る
。

社
会
動
向
や
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
研
究
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

件
で
、
そ
の
内
、
人
身
事
故
は
２
件

あ
っ
た
。

Q 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
状
況

は
ど
う
か
。

A	

全
車
両
３
１
７
台
（
コ
ミ
バ
ス
、
消

防
車
、
ゴ
ミ
収
集
車
等
を
含
む
）
中
、

44
台
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

Q 
設
置
費
用
は
ど
う
か
。

A	
一
台
に
つ
き
約
３
万
円
で
あ
る
。

Q 

今
後
の
設
置
計
画
は
ど
う
か
。

A	

車
検
や
買
い
替
え
時
等
に
合
わ
せ
、

順
次
設
置
を
進
め
て
い
く
。

内
容
は
。

A	

静
岡
市
、
富
士
宮
市
、
富
士
市
、
清

水
町
の
４
自
治
体
が
、
ド
ナ
ー
提
供

者
に
１
日
２
万
円
、
勤
務
事
務
所
に

１
日
１
万
円
、
７
日
を
限
度
に
助
成

し
て
い
る
。

Q 

島
田
市
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

A	

島
田
市
と
し
て
の
実
施
で
は
な
く
、

国
に
対
し
て
議
会
と
共
に
、
全
国
一

律
で
助
成
制
度
を
要
望
し
て
い
き
た

い
。

Q 

島
田
市
に
お
け
る
骨
髄
バ
ン
ク
普
及

啓
発
の
取
り
組
み
は
。

A	

ド
ナ
ー
登
録
の
し
お
り
を
成
人
式
で

新
成
人
に
配
布
し
た
り
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
置
い
た
り
し
て
い

る
。

Q 

島
田
市
内
の
ド
ナ
ー
登
録
状
況
は
。

A	

平
成
29
年
度
末
時
点
で
２
５
５
人
で

あ
る
。

Q 

骨
髄
提
供
の
支
援
策
は
。

A	

市
職
員
を
対
象
と
し
て
、
ド
ナ
ー
登

録
や
骨
髄
等
の
提
供
に
伴
う
検
査
お

よ
び
入
院
の
場
合
の
特
別
休
暇
制
度

を
設
け
て
い
る
。

Q 

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
事
業
の
課
題
は
。

A	

情
報
提
供
機
会
の
不
足
、
ド
ナ
ー
登

録
条
件
（
年
齢
、
体
重
、
血
圧
、
病

歴
、
既
往
な
ど
）
が
合
致
し
な
い
人

が
多
い
。

Q 
骨
髄
提
供
の
課
題
は
。

A	
ド
ナ
ー
登
録
者
と
患
者
が
適
合
し
て

も
、
提
供
条
件
（
１
週
間
の
提
供
休

暇
が
不
可
な
ど
）
が
合
わ
ず
実
施
さ

れ
な
い
。

Q 

静
岡
県
内
自
治
体
で
の
支
援
と
そ
の

清
し

水
みず

唯
ただ

史
し

 議員

Q 

公
用
車
の
事
故
件
数
を
伺
う
。

A	

平
成
28
年
度
24
件
、
平
成
29
年
度
25

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
活
用

大
おお

関
ぜき

衣
きぬ

世
よ

 議員
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Q 

蓬
莱
橋
近
く
の
大
井
川
に
赤
い
藻
の

付
着
や
悪
臭
が
す
る
こ
と
が
あ
る
。

「
い
こ
い
の
広
場
」と
し
て
整
備
を
考

え
た
場
合
、
大
き
な
リ
ス
ク
だ
。
こ

の
対
応
を
し
っ
か
り
協
議
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A	

水
質
基
準
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
が
、

こ
の
対
応
は
重
要
な
こ
と
と
認
識
を

し
て
い
る
。
工
場
関
係
者
な
ど
と

し
っ
か
り
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

Q 「
蓬
莱
橋
８や

９く

７な
・４し

茶
屋
」
開
設
以

来
、
５
月
末
日
ま
で
に
訪
れ
た
観
光

客
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
こ

の
数
の
根
拠
は
。

A	

観
光
客
数
は
有
料
で
橋
を
渡
っ
た
人

数
で
、
３
万
９
８
９
１
人
だ
っ
た
。

Q 

茶
屋
の
畳
付
き
の
台
は
島
田
近
く
の

木
を
使
っ
て
い
る
か
期
待
し
て
い
た

が
、
違
っ
て
が
っ
か
り
し
た
。
木
の

ま
ち
島
田
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
を

考
え
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

A	

店
内
に
設
置
す
る
こ
と
は
ス
ペ
ー
ス

の
関
係
で
無
理
だ
が
、
今
後
、
更
新

時
に
は
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
河
川

敷
に
は
木
製
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
を
更
新
す
る
際
は

国
交
省
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

Q 

蓬
莱
橋
に
は
３
つ
の
文
学
碑
が
あ
る
。

作
者
の
紹
介
板
も
加
え
、
設
置
場
所

を
決
め
て
ほ
し
い
。

A	
紹
介
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
国
交
省

と
の
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
る
が
、

位
置
と
と
も
に
「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
協

議
会
」
の
協
議
の
場
で
決
め
て
い
き

た
い
。

Q 

実
証
実
験
の
概
要
を
伺
う
。

A	

コ
ミ
バ
ス
等
が
運
行
し
て
い
な
い
谷

口
・
大
柳
・
中
河
・
南
原
・
岡
田
の

５
自
治
会
で
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
を
実
施
。
利
用
者
数
、
乗

り
合
い
の
頻
度
が
ど
の
程
度
あ
る
か
、

コ
ミ
バ
ス
と
の
接
続
に
よ
る
利
用
状

況
な
ど
を
調
査
し
、
初
倉
地
区
全
体

に
お
け
る
交
通
網
の
構
築
の
検
討
材

料
収
集
と
し
て
実
施
し
た
。

Q 

実
際
の
利
用
状
況
は
。

A	

３
カ
月
で
２
５
１
回
の
う
ち
、
乗
り

合
い
運
行
は
23
回
で
あ
っ
た
。

Q 

利
用
さ
れ
た
人
か
ら
改
善
し
て
ほ
し

い
点
は
上
が
っ
て
い
る
か
。

A	

乗
降
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
し
て
ほ
し
い
、

当
日
の
予
約
を
可
能
に
し
て
ほ
し
い
、

な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た
。

Q 

今
後
も
実
証
実
験
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
ど
こ
で
行
う
の
か
。

A	

あ
く
ま
で
も
予
定
だ
が
、
引
き
続
き

同
じ
地
域
に
お
い
て
、
９
月
ご
ろ
か

ら
来
年
２
月
ま
で
の
６
カ
月
ほ
ど
行

い
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

や
意
見
等
を
参
考
に
し
て
、
地
元
の

仮置きされた石
い し

原
は ら

純
じゅん

、吉
よ し

田
だ

絃
げ ん

二
じ

郎
ろ う

文学碑

タクシー登録証書式

蓬
莱
橋
周
辺
整
備
に

市
民
の
意
見
を
！

デ
マ
ン
ド
型
実
証
実
験

再
度
初
倉
で
実
施

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

横
よこ

山
やま

香
かお

理
り

 議員

自
治
会
長
・
町
内
会
長
、
住
民
か
ら

の
意
見
な
ど
を
改
め
て
伺
い
な
が
ら

実
施
し
た
い
。

Q 

今
後
は
デ
マ
ン
ド
型
１
本
に
絞
っ
て

い
く
の
か
。

A	

方
向
性
だ
が
、
１
本
の
木
で
例
え
る

と
太
い
幹
や
枝
の
部
分
は
コ
ミ
バ
ス

が
担
う
。
細
い
枝
葉
の
部
分
は
デ
マ

ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
、
各
地
域
に
お
け

る
自
主
運
行
バ
ス
、
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
構
築
し
て
い
き
た
い
。

森
もり

　伸
しん

一
いち

 議員
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増えるインバウンドはどこへ？

文部科学省の資料から

新
学
習
指
導
要
領
へ
の

準
備
は
万
全
か
？

観
光
産
業
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う

伊
い

藤
とう

　孝
たかし

 議員

杉
すぎ

野
の

直
なお

樹
き

 議員

Q 

観
光
産
業
活
性
化
の
た
め
の
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
は
何
か
。

A	

当
市
の
誇
る
歴
史
、
文
化
、
自
然
を

満
喫
す
る
た
め
の
多
様
な
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
（
多
言
語
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
作
成
、Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
設
備
支

援
）、
大
井
川
鐵
道
の
Ｓ
Ｌ
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
観

光
地
と
し
て
の
当
市
の
認
知
度
向
上

を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
蓬
莱
橋
８
９

７・４
茶
屋
、大
井
川
川
越
遺
跡
、ふ

じ
の
く
に
茶
の
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な

ど
、
市
内
観
光
施
設
の
回
遊
性
を
持

た
せ
る
取
り
組
み
や
旧
金
中
跡
地
へ

の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
誘
致
と
、

新
東
名
島
田
金
谷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
賑に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点
の
整
備
は
、

今
後
、
当
市
の
観
光
の
中
核
と
な
る
。

Q 

当
市
が
考
え
る
観
光
産
業
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A	

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
と
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
で
あ
る
。
例
え

ば
、
大
井
川
川
越
文
化
、
牧
之
原
開

墾
、
蓬
莱
橋
を
絡
め
た
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
持
っ
た
体
験
型
・
交
流
型
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
考
え
ら
れ
る
。
実
現
に

は
市
を
挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
中
期
的
な
視
点
に
立

ち
、国
、県
の
動
向
や
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
た
観
光
交
流
、
観

光
振
興
を
定
め
た
（
仮
称
）
観
光
総

合
戦
略
を
策
定
し
、
地
域
の
活
性
化
、

稼
ぐ
観
光
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

Q 

藤
枝
市･

焼
津
市･

菊
川
市
は
高
い
整

備
率
に
な
っ
て
い
る
。
当
市
の
子
ど

も
が
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

対
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A	

機
器
を「
い
か
に
活
用
す
る
か
」と
い

う
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
少

な
い
台
数
で
い
か
に
効
果
的
に
学
習

を
成
立
さ
せ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に

力
を
入
れ
、
こ
れ
か
ら
も
授
業
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q 

当
市
の
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
率
は
８
・
５
パ
ー
セ
ン

ト
で
全
国
１
７
１
８
自
治
体
中
１
１

１
５
位
で
あ
る
（
都
道
府
県
で
は
静

岡
県
の
整
備
率
は
70
パ
ー
セ
ン
ト
で

１
位)

。
な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
整
備
の

遅
れ
が
出
て
い
る
の
か
。

A	

非
常
に
お
金
が
か
か
る
も
の
で
あ
り
、

国
は
、
財
源
を
地
方
交
付
税
と
い
う

形
で
措
置
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か

そ
れ
に
見
合
っ
た
整
備
が
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
補
助
金
と

い
う
形
で
あ
れ
ば
、
特
定
の
事
業
に

補
助
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
が
、

交
付
税
と
い
う
枠
の
中
で
は
思
う
よ

う
に
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
実
態

と
考
え
て
い
る
。

Q 
ス
テ
ー
ジ
３
（
下
図
参
照
）
は
い
つ

ま
で
に
達
成
し
よ
う
と
い
う
計
画
か
。

A	
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
２
年
度
ま

で
の
「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た

環
境
整
備
５
カ
年
計
画
」
の
中
で
達

成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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Q 

不
足
す
る
消
防
団
員
確
保
の
対
策
を

ど
う
考
え
る
か
。

A	

家
族
支
援
は
必
要
不
可
欠
で
、
意
識

調
査
を
す
る
。
市
役
所
職
員
に
よ
る

機
能
別
分
団
の
創
設
を
考
え
る
。

Q 

現
在
、
消
防
の
管
轄
が
焼
津
市
・
藤

枝
市
を
挟
ん
だ
「
飛
び
地
」
で
は
不

自
然
。
広
域
化
の
可
能
性
を
問
う
。

A	

さ
ら
な
る
広
域
化
は
望
ま
し
い
姿
。

構
成
す
る
３
市
２
町
の
協
議
会
の
場

で
意
見
交
換
を
す
る
。

Q 

所
有
者
不
明
の
空
き
家
問
題
や
樹
木

の
伐
採
等
に
関
し
て
、
住
民
や
行
政

は
ど
こ
ま
で
の
対
応
が
可
能
か
。

A	

個
人
財
産
で
あ
り
、
住
民
も
市
も
対

応
に
は
限
界
が
あ
る
。
市
は
所
有
者

を
調
査
し
て
管
理
を
お
願
い
す
る
。

Q 

特
定
空
き
家
の
所
有
者
に
行
政
勧
告

が
で
き
る
法
改
正
が
あ
っ
た
（
固
定

資
産
税
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
・
罰
金
や
修
繕
、
強
制
撤
去
等
）。

そ
れ
に
は
協
議
会
の
設
置
が
必
要
と

な
る
が
、
対
応
を
伺
う
。

A	

今
年
度
中
に「
空
き
家
等
対
策
計
画
」

を
策
定
。
周
辺
市
町
の
動
向
を
踏
ま

え
協
議
会
の
設
置
を
進
め
る
。

Q 

国
は
、
移
住
希
望
者
に
対
し
て
、
農

地
と
空
き
家
を
セ
ッ
ト
で
売
却
や
貸

し
出
し
を
す
る「
農
地
付
き
空
き
家
」

の
指
導
を
始
め
た
。
こ
の
制
度
を
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
せ
な
い
か
。

A	
農
家
で
な
く
て
も
農
地
の
権
利
取
得

が
可
能
。
町
中
の
空
き
家
活
用
で
も

中
山
間
地
の
農
地
取
得
は
可
能
。
定

住
者
増
、
放
棄
地
対
策
の
解
消
に
つ

な
が
る
。
早
急
に
取
り
組
む
。

Q 

一
般
廃
棄
物
中
の
生
ご
み
の
割
合
は

ど
の
程
度
か
。

A	

約
４
割
が
生
ご
み
で
１
万
１
０
０
０

ト
ン
程
度
で
あ
る
。

Q 

生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
ど
の
程
度

か
。

A	

１
万
１
０
０
０
ト
ン
と
は
別
に
、
事

業
者
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
約
６
０
ト

ン
を
堆
肥
化
し
て
い
る
。
一
般
家
庭

向
け
に
は
生
ご
み
処
理
容
器
（
キ

エ
ー
ロ
）
の
貸
し
出
し
な
ど
が
あ
る
。

Q 

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
改
正
に
伴

う
島
田
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
の
変
更
は
あ
る
か
。

A	

メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
再
生
利
用
の
優

先
順
位
が
３
位
か
ら
２
位
に
な
っ
て

い
る
。
積
極
的
な
生
ご
み
の
再
資
源

化
を
計
画
に
反
映
す
る
よ
う
考
え
て

い
る
。

Q	

牧
之
原
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を

視
察
し
た
。
島
田
市
で
も
参
考
に
し

て
は
ど
う
か
。

A	

非
常
に
有
効
な
施
設
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
建
設
費
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
課
題
で
あ
る
。
引
き
続

空き家状況（H25年  総務省  住宅・土地統計調査）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

居住世帯
のある一
戸建住宅
の数

空き家と
なってい
る一戸建
住宅の数

Ｂの空き
家のうち
その他の
住宅の数

ＣがＡ+
Ｂに占め
る割合

島田市 28,670戸 2,590戸 1,760戸 5.63％

島田市の空き家状況

島田市の食品残
ざ ん

渣
さ

堆肥化設備

空
き
家
・
空
地
対
策
と

消
防
の
課
題

効
率
的
な生ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
を

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

き
先
進
事
例
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

Q 

田
代
の
溶
融
炉
を
建
て
直
す
と
き
に

は
、
炉
の
更
新
と
と
も
に
ゴ
ミ
の
減

量
や
再
利
用
も
市
全
体
で
考
え
る
必

要
が
あ
る
。Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
の
観
点
か
ら
も
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

A	
ゴ
ミ
処
理
に
年
間
14
億
円
の
予
算
を

使
っ
て
い
る
。市
民
へ
の
啓
発
と
、食

品
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

佐
さ

野
の

義
よし

晴
はる

 議員

横
よこ

田
た

川
がわ

真
まさ

人
と

 議員
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茶畑風景も将来一変するかもしれない

アウトレット進出が期待される旧金中跡地

提供：静岡新聞社

納
得
で
き
る教育

環
境
の
実
現
を

土
地
利
用
は

長
期
的
視
野
に
立
ち
進
め
よ

山
やま

本
もと

孝
たか

夫
お

 議員

Q 

補
助
金
を
使
っ
て
青
地
（
農
業
振
興

区
域
）
と
な
っ
た
農
地
は
、
世
代
が

変
わ
り
20
年
、
30
年
た
っ
て
も
所
有

者
が
自
由
に
管
理
で
き
な
い
状
況
だ
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
中
で
見
直

せ
な
い
か
。

A	

現
時
点
で
は
考
え
は
な
い
。

Q 

大
雨
が
降
る
と
た
び
た
び
浸
水
す
る

地
域
が
あ
る
。
本
来
や
る
べ
き
基
盤

整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

A	

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
し
て
い
る
。

Q 

以
前
か
ら
耕
作
放
棄
地
の
減
少
対
策

を
し
て
い
る
が
、
耕
作
放
棄
地
が
増

加
し
て
い
る
。
な
ぜ
か
。

A	

対
策
に
限
界
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

Q 

抜
本
的
な
解
決
策
は
な
い
の
か
。

A	

な
か
な
か
な
い
の
が
事
実
だ
。

Q 

外
部
の
知
恵
を
使
っ
て
解
決
策
研
究

会
な
ど
を
創
設
し
た
ら
ど
う
か
。

A	

検
討
、
研
究
を
し
て
い
く
。

Q 

大
規
模
太
陽
光
発
電
開
発
に
つ
い
て
、

他
市
で
は
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

条
例
等
の
制
定
の
考
え
は
な
い
か
。

A	

慎
重
に
検
討
を
進
め
た
い
。

Q 

今
後
の
工
業
用
地
整
備
の
計
画
は
な

い
か
。

A	

当
面
は
、
新
た
な
整
備
予
定
は
な
い
。

災
害
時
火
災
防
止
の
た
め
に

Q 
近
隣
市
で
は
災
害
発
生
後
通
電
再
開

時
、
通
電
火
災
防
止
の
た
め
の
「
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
設
置
に
補
助
金
を

出
し
て
対
策
を
進
め
て
い
る
。
当
市

で
も
検
討
し
な
い
の
か
。

A	

家
庭
内
地
震
対
策
の
一
つ
と
し
て
事

業
化
を
検
討
し
て
い
る
。

金
中
跡
地
活
用
事
業
を
問
う

Q 
㈱
八
ヶ
岳
モ
ー
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
事
業
案
が
選
定
さ
れ
た
が
、
事
業

遂
行
能
力
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

A	

安
定
的
な
経
営
状
態
で
あ
り
、
今
後

も
安
定
し
た
経
営
を
期
待
し
て
い
る
。

Q 

土
地
貸
付
条
件
の
根
拠
は
ど
う
か
。

藤
ふじ

本
もと

善
よし

男
お

 議員

Q 

市
は
新
た
な
教
育
環
境
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
る
が
、
教
育
環
境
適
正

化
委
員
会
で
議
論
さ
れ
た
市
の
課
題

は
何
か
。

A	

子
ど
も
の
利
益
を
最
優
先
す
る
こ
と

や
再
編
後
の
地
域
活
性
化
の
た
め
の

学
校
の
活
用
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

用
等
が
議
論
さ
れ
た
。

Q 

複
式
学
級
の
現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。

A	

相
賀
小
、湯
日
小
に
各
１
ク
ラ
ス
、伊

久
美
小
に
３
ク
ラ
ス
あ
る
。

Q 

地
域
の
意
見
交
換
会
が
予
定
さ
れ
て

い
る
が
、
保
育
園
児
の
保
護
者
に
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は
送
っ
た
か
。

A	

保
育
園
を
通
じ
て
保
護
者
に
案
内
を

配
布
し
て
い
る
。

A	

不
動
産
鑑
定
士
が
総
合
的
に
評
価
し

た
価
格
に
基
づ
き
、
土
地
の
最
低
貸

付
月
額
を
１
２
０
万
円
と
し
た
。

Q 

原
状
回
復
義
務
に
つ
い
て
、
契
約
書

上
で
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A	

契
約
終
了
時
に
事
業
者
が
更
地
に
し

て
市
に
返
還
す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
。

Q 

こ
れ
ま
で
旧
金
中
跡
地
を
使
用
し
て

い
た
市
民
へ
の
対
応
は
。

A	

事
前
に
情
報
を
提
供
し
、
平
成
30
年

６
月
を
も
っ
て
利
用
で
き
な
く
な
る

こ
と
を
周
知
し
て
い
る
。
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Q 

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、
昼
間
に

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
防
災
委
員

の
不
在
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

A	

各
地
区
で
日
を
変
え
て
訓
練
し
て
も

ら
う
。我
々
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、準

備
か
ら
実
施
段
階
、
そ
の
後
の
振
り

返
り
も
全
部
含
め
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

昼
で
も
夜
で
も
い
つ
で
も
対
応
す
る
。

Q 

島
田
市
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
案
は

ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
な
の
か
。

A	

第
２
次
島
田
市
総
合
計
画
の
分
野
別

計
画
に
対
し
て
、
国
土
強
靱
化
の
観

点
か
ら
指
針
を
付
与
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
国
か
ら
の
主
な
補
助
は
、

８
府
省
25
件
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

り
、
受
け
ら
れ
る
可
能
性
は
極
め
て

高
く
な
る
。

Q 

平
成
30
年
４
月
11
日
、
大
分
県
で
も

土
砂
災
害
が
あ
り
、
６
人
の
命
が
奪

わ
れ
た
。
当
市
内
で
も
、
８
０
０
カ

所
以
上
あ
る
危
険
箇
所
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
く
の
か
。

他
地
域
で
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を

参
考
に
で
き
な
い
か
。

A	

特
別
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
大
井

川
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
、
週
末
か
ら

３
回
に
分
け
て
の
土
砂
の
パ
ト
ロ
ー

ル
。
県
、市
、警
察
、消
防
と
一
部
住

民
も
入
っ
て
、
年
間
を
通
じ
た
取
り

組
み
、
水
防
の
点
検
等
、
通
常
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
で
事
足
り
る
。

Q 「
県
産
一
番
茶
単
価
最
低
水
準
」と
の

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
10
年

前
に
比
較
し
、
販
売
額
は
５
割
程
度

だ
。
現
状
を
認
識
す
る
中
で
荒
廃
茶

園
対
策
を
伺
う
。

A	

基
盤
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
。
改

植
の
補
助
金
は
、
国
の
補
助
に
市
が

１
割
上
乗
せ
す
る
。
ま
た
、
転
作
を

奨
励
し
補
助
を
し
て
い
く
。

Q 

島
田
市
緑
茶
化
計
画
に
ふ
さ
わ
し
い

景
観
を
維
持
す
べ
き
だ
。
家
の
周
り

や
幹
線
道
路
沿
い
の
荒
廃
対
策
を
進

め
て
ほ
し
い
。
収
入
が
上
が
ら
な
け

れ
ば
荒
廃
す
る
。
対
策
は
ど
う
か
。

A	

お
茶
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、

輸
出
用
有
機
碾て
ん

茶ち
ゃ

を
支
援
し
て
い
く
。

碾
茶
の
栽
培
は
、
山
間
地
で
は
茶
価

相
場
と
害
虫
対
策
の
面
で
も
有
利
な

栽
培
だ
。
被
覆
資
材
や
認
証
の
経
費
、

残
留
農
薬
検
査
な
ど
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
を

支
援
し
て
い
く
。

Q 

認
証
に
対
す
る
補
助
は
農
家
だ
け
で

な
く
茶
工
場
に
も
補
助
で
き
な
い
か
。

併
せ
て
、
慣か
ん

行こ
う

栽
培
の
碾
茶
や
市
南

部
で
の
品
質
向
上
の
た
め
の
か
ぶ
せ

“笑顔あふれる安心のまち島田”を目指して

山間地における碾茶の栽培

島
田
市
国
土
強
靱
化

地
域
計
画
案
と
は
？

守
れ
る
か
？
島
田
の
茶
業

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

八
や

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

 議員

茶
を
推
進
す
べ
き
だ
。

A	

か
ぶ
せ
茶
用
の
資
材
は
、
認
定
農
業

者
制
度
で
支
援
し
て
き
た
い
。

Q 

産
地
間
競
争
は
激
化
す
る
。
島
田
市

は
、
品
質
で
鹿
児
島
県
や
県
内
産
地

に
も
勝
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。被
覆
作
業
は
人
手
を
要
す
る
。共

同
作
業
の
支
援
を
す
べ
き
だ
。

A	
法
人
に
よ
る
共
同
化
を
農
協
と
共
に

推
進
し
、
か
ぶ
せ
茶
の
導
入
を
推
進

し
て
き
た
い
。

河
かわ

村
むら

晴
はる

夫
お

 議員
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窓口：包括ケア推進課 ☎34-3296

自然環境を生かした活動の今後は

新
た
な
障
害
者
計
画

課
題
解
決
と
な
る
か

安
心
し
て
在
宅
で
看
取
る

体
制
の
整
備
を

Q 

新
市
民
病
院
は
、
急
性
期
機
能
を
中

心
と
す
る
医
療
に
重
点
を
置
く
こ
と

と
し
、
療
養
病
床
は
整
備
し
な
い
方

針
だ
が
、
公
的
な
長
期
療
養
病
床
の

整
備
を
望
む
声
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

A	

今
年
度
か
ら
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

（
市
民
病
院
内
）に
入
退
院
支
援
室
を

設
置
し
、
近
隣
の
療
養
病
床
や
介
護

施
設
と
の
連
携
に
努
め
て
い
る
。

Q 

以
前
に
療
養
病
床
を
補
完
す
る
た
め

に
整
備
す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
在

宅
医
療
強
化
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

A	

平
成
28
年
度
か
ら
、
市
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
24
時
間
対
応
や
地

域
医
療
関
係
者
の
多
職
種
の
研
修
会
、

診
療
所
医
師
の
負
担
軽
減
、
も
し
も

の
と
き
の
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
島
田

版
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

Q 

当
市
は
、
国
が
進
め
て
い
る
「
介
護

医
療
院
」
の
整
備
は
で
き
な
い
。
そ

れ
に
代
わ
る
受
け
皿
を
伺
う
。

A	

中
学
校
区
に
一
つ
を
目
標
に
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
を
整
備
中
。

今
年
度
、
初
倉
地
区
を
整
備
す
れ
ば

完
了
。
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
一
つ
整
備
す
る
。

Q 

在
宅
医
療
を
推
進
す
る
な
ら
ば
、
在

宅
専
門（
往
診
）の
医
師
の
確
保
が
課

題
で
あ
る
。
公
的
機
関
の
責
任
と
し

て
療
養
病
床
の
受
け
皿
づ
く
り
、
安

心
し
て
最
後
は
在
宅
で
看
取
る
医
療

体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

A	
市
民
病
院
や
医
師
会
、
医
療
・
介
護

関
係
者
と
連
携
を
十
分
に
取
り
、
今

後
、
想
定
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

大
おお

村
むら

泰
やす

史
じ
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い
る
と
考
え
る
。

Q 

自
然
環
境
を
生
か
し
た
自
然
保
育
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

A	

自
然
保
育
は
保
育
・
幼
児
教
育
の
一

つ
と
し
て
大
変
有
効
だ
と
考
え
る
。

Q 

子
育
て
支
援
団
体
で
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
考
え
は
ど
う
か
。

A	

謝
礼
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
雇
用
と

非
雇
用
の
関
係
が
生
ま
れ
、
労
働
法

の
最
低
賃
金
を
無
視
し
た
形
と
な
る

た
め
、
公
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考

え
る
。

子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
は

Q 
当
市
の
子
育
て
施
策
は
、
移
住
の
動

機
と
な
っ
て
い
る
か
。

A	

移
住
決
定
の
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
が
、
昨
年
の

移
住
実
績
19
世
帯
の
内
、
16
世
帯
が

子
育
て
世
代
で
あ
り
、
評
価
さ
れ
て

Q 

重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡
大
は
生
か

さ
れ
て
い
る
か
。

A	

対
象
要
件
の
該
当
者
は
い
る
が
、
居

宅
介
護
や
訪
問
看
護
等
を
組
み
合
わ

せ
て
利
用
し
て
お
り
、
重
度
訪
問
介

護
は
利
用
し
て
い
な
い
。

Q 

市
営
住
宅
へ
の
受
け
入
れ
推
進
は
リ

フ
ォ
ー
ム
等
を
想
定
し
て
い
る
か
。

A	

障
害
の
特
性
に
よ
り
対
応
は
異
な
る

が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
も
必
要

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

Q 

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
受

け
入
れ
施
設
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A	

重
度
障
害
者
の
通
所
施
設
は
不
足
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
看
護
師
の
確
保

と
合
わ
せ
て
施
設
整
備
を
推
進
す
る
。

村
むら

田
た

千
ち

鶴
づ

子
こ

 議員
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Q 

林
業
収
入
の
推
移
は
順
調
か
。

A	

森
林
環
境
譲
与
税
の
導
入
に
よ
る
森

林
整
備
や
造
林
事
業
の
促
進
に
よ
り
、

林
業
事
業
体
の
業
務
量
が
増
大
し
て

い
く
た
め
、
順
調
に
推
移
し
て
い
く

と
思
わ
れ
る
。

Q 

蓬
莱
橋
の
来
客
数
が
多
い
よ
う
だ
が
、

券
売
機
を
設
置
し
て
利
便
性
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

A	

土
地
改
良
区
と
研
究
し
て
い
く
。

Q 

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｓ
）
で
見
て
み
る
と
、
地
域
経
済

循
環
率
が
近
隣
市
と
比
べ
て
低
い
が
、

対
策
は
ど
う
か
。

A	

第
３
次
産
業
で
の
地
域
外
へ
の
消
費

の
流
出
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
魅
力

あ
る
買
い
物
環
境
を
つ
く
り
、
地
域

内
消
費
の
拡
大
に
努
め
る
。

Q 

地
域
で
お
金
を
回
す
た
め
に
、
島
田

市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
を
ど
う
生
か
す
か
。

A	

推
進
会
議
を
設
け
、
企
業
経
営
の
安

定
や
人
材
の
確
保
、
労
働
環
境
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q 

付
加
価
値
額
か
ら
み
た
産
業
構
造
は

今
後
、
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

A	

高
齢
化
の
進
行
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

発
達
が
目
覚
ま
し
い
の
で
、
介
護
や

医
療
、
情
報
通
信
な
ど
の
産
業
が
拡

大
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

Q 
賑に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
の
マ
ル
シ
ェ
で
の

農
産
物
の
供
給
は
大
丈
夫
か
。

A	

大
井
川
農
協
が
主
体
的
に
進
め
る
こ

と
で
あ
る
た
め
、
行
政
は
そ
の
支
援

を
し
て
い
く
。

Q 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
少
年
団
活
動
を

ど
れ
だ
け
把
握
し
て
い
る
か
。

A	

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
７
種
目
34
団
体
、

さ
ら
に
合
唱
団
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

な
ど
文
化
や
自
然
体
験
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
あ
る
。

Q 

中
学
校
の
部
活
動
の
数
、
部
員
数
が

減
っ
て
い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

A	

５
年
間
で
２
つ
の
運
動
部
が
廃
止
と

な
っ
た
。
少
子
化
に
伴
い
部
活
動
の

維
持
は
一
層
困
難
で
あ
る
。
合
同

チ
ー
ム
の
検
討
や
外
部
指
導
者
の
一

層
の
配
置
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q 

部
活
動
指
導
者
の
外
部
者
登
用
の
実

態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A	

平
成
30
年
度
26
人
に
委
嘱
し
た
。

Q 

中
学
生
硬
式
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A	

現
時
点
に
お
い
て
、
新
た
な
施
設
を

整
備
す
る
計
画
は
な
い
。

Q 

市
営
球
場
の
第
２
球
場
の
ネ
ッ
ト
を

高
く
し
て
使
う
の
は
ど
う
か
。

A	

使
え
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
相
当
な

金
額
が
か
か
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
は

考
え
て
い
な
い
。

産業構造は今後どのようになるか

子どもたちは私たちの宝です

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
で

見
た
当
市
は

教
育
環
境
の
整
備
は

行
政
の
責
務
！

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

平
ひら

松
まつ

吉
よし

祝
のり
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Q 

第
４
種
の
公
認
陸
上
競
技
場
で
な
く

な
っ
た
島
田
市
陸
上
競
技
場
の
４
種

公
認
を
守
れ
な
い
か
。

A	

費
用
対
効
果
、
練
習
場
と
し
て
は
確

保
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
公
認
を
と

る
こ
と
だ
け
が
ベ
ス
ト
と
考
え
な
い
。

Q 「
で
き
な
い
、
予
定
に
入
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
答
弁
も
、
今
後
言
っ
て

も
ら
い
た
く
な
い
。

A	

議
論
を
重
ね
て
予
算
の
配
分
を
し
て

い
る
。
誠
実
に
や
っ
て
い
く
。

齊
さい

藤
とう

和
かず

人
と

 議員
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ザッ討論 賛成？
反対？

　市議会定例会最終日に行われる議案採決の前に、賛成・反対の意見を表明する「討論」を行います。
　６月定例会では、２議案について延べ４人の議員が賛成・反対の意見の表明し、討論を行いました。

【議案44号】平成30年度島田市病院事業会計補正予算（第１号）

島田市民病院では、これまでの特定初診料の
設定により特定初診料を支払う患者は徐々に
減少している。このたびの診療報酬改定に伴
う特定初診料改正により受診抑制につながる
ことが今後も期待でき、受診患者が２割程度
減少することを補正予算としている本議案の
内容は、受診抑制を目指す特定初診料徴収の
趣旨とも整合性がある内容と考え、同議案に
賛成する。

賛 

成
島田市民病院における平成29年度の外来患者
数は延べ22万7,693人。そのうち紹介状なしの
特定初診料( １件2,160円)は6,557件で全体の
わずか2.9パーセントだ。病診連携が進んでき
たとはいえ、主治医がいない方、早期の診断
と治療を求め直接来院する方に、本年10月か
ら5,400円に引き上げた特定初診料を徴収す
ることは容認できない。引き上げによってさ
らに患者を２割減らそうとしている。これ以
上の高額負担を課する道理はない。

反 

対

【議案第48号】島田市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

特定初診料改正や特定再診料を規定する内容
は、診療報酬で定められた、紹介状なしで受
診する方に対して病院が定める最低額5,000円
や、他の医療機関を受診するよう紹介を受けて
も患者が引き続き大病院での受診を希望する
場合の再診料の最低額2,500円に消費税相当
額を上乗せした金額であり、診療報酬改定の内
容を遵守しつつ、低所得者にも一定程度の配慮
をした料金設定である。今回の特定初診料の対
象範囲拡大が地域医療支援病院の一つである
島田市民病院の負担軽減にも一定程度つなが
ると考える。

賛 

成
本条例改正は、島田市民病院に紹介状なしで
受診した場合の特定初診料2,160円を平成30年
10月から、さらに5,400円に引き上げ、また新た
に特定再診料2,700円を規定するものである。
保険適用外の高額料金を徴収することで、受診
を抑制し、患者を閉め出し、ひいては増え続け
る医療費の削減を図る国の政策に従う条例改
正であり、容認できない。

反 

対

○＝賛成　×＝反対

氏　
　
名

伊
藤　
　
孝

横
山　
香
理

福
田　
正
男

森　
　
伸
一

山
本　
孝
夫

村
田
千
鶴
子

曽
根　
嘉
明

平
松　
吉
祝

藤
本　
善
男

八
木　
伸
雄

清
水　
唯
史

大
関　
衣
世

大
村　
泰
史

河
村　
晴
夫

齊
藤　
和
人

杉
野　
直
樹

横
田
川
真
人

桜
井　
洋
子

佐
野　
義
晴

会派名 きょうどう島田 さきがけ島田 創造島田 清風会 無会派
【議案第44号】
平成30年度島田市病院事業会計補正予算
（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

【議案第48号】
島田市病院事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

※議長（大石節雄）は採決には加わりません。（並び順は会派ごとの議席順）　※「無会派」とは、会派に属さない議員のことです。

【採決結果一覧】賛成・反対の分かれた２議案の結果を掲載しています
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政策提言に向けて 〜各常任委員会での検討課題〜

　平成29年度の議会改革に関する特別委員会の中間報告を受け、島田市議会では、議会報告会（議会と語
る会）で集約した市民の意見を政策提言に結びつけるべく、各常任委員会で議員委員間討議や視察を積極
的に行っていくこととしました。
　平成29年11月に開催した「議会と語る会」における、市民との意見交換の中で出された建設的なご意見に
ついて、それぞれの会場（市役所会議棟、ほか５カ所）に参加した議員が事後検討会を開き、政策課題と
するものを絞り、平成30年５月９日（水）の３常任委員会で、それぞれが取り組んでいく課題の共通認識
を図りました。今年度の１年間をかけ、議員（委員）間討議や視察、当局からの情報提供などを得て、政
策提言に結びつけていきます。
　各常任委員会の検討課題は次のとおりです。

※議会報告会（議会と語る会）では、政策課題としたご意見以外にも多種多様なご意見を頂戴しています。それらについても、議員が一
般質問や市当局への情報提供を経て、一つでも多くの疑問・不安を解消できるよう努めていきます。

●交通弱者対策（デマンド
交通・自主運行バス）
●移住定住促進（空き家）
対策

総務生活常任委員会

●医師確保対策
●田代の郷整備事業について

厚生教育常任委員会

●中心市街地活性化策
●賑
にぎ
わい交流拠点整備事業
について

経済建設常任委員会

議会報告会（議会と語る会）

意見交換による意見の聴取

政策課題として取り上げるもの

政策提言

事後検討会

いただいた意見を種別分けし、
重要課題を絞る

議員活動の材料に

（一般質問等）

常任委員会・議会運営委員会で

調査研究（討議・視察など）

正・副議長、議運正・副委員長による確認

→議会運営委員会で政策課題を決定

本会議・議会報告会・ホームページで報告

委員・市当局へ
情報提供

政策課題として
取り上げないもの

政策提言までのフローチャート
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平成29年度　政務活動費使用内訳
　政務活動費は、地方自治法に基づき地方議員に支給される経費のことで、各地方議会により金額や交付
要件が定められています。
　島田市議会では、議員１人に年額20万円を上限として交付しています。残額は返還、超過額は自己負担
としています。平成29年度は議員の改選期であったため、選挙の前後（４月分と５月〜平成30年３月分）
に分けて交付しました。

市民からの市政や議員の活動に対
する意見・要望の徴取に要する経費

D公聴費
政務活動のために必要な資料の作
成に要する経費

E資料作成費

市の事業や財政などに関する調査
研究などに要する経費

A調査研究費
他団体が開催する研修会への参加
に要する経費

B研修費
議員の活動や市政について市民へ
報告などをするために要する経費

C広報費

政務活動のために必要な図書や資
料を購入する経費

F資料購入費

議　員　名 交付額
支出内訳

支出合計 自己負担額 返還額A
調査研究費

B
研修費

C
広報費

D
広聴費

E
資料作成費

F
資料購入費 その他の経費

伊藤　　孝 183,326 26,778 73,153 4,035 0 0 15,315 18,253 137,534 0 45,792
大石　節雄 183,326 111,053 0 0 0 0 0 111,053 0 72,273
大関　衣世 183,326 32,107 59,160 0 0 0 2,160 0 93,427 0 89,899
大村　泰史 183,326 26,458 128,222 0 0 0 2,700 0 157,380 0 25,946
河村　晴夫 183,326 24,778 157,504 1,554 0 0 2,700 0 186,536 3,210 0
齊藤　和人 183,326 26,778 98,340 1,036 0 0 20,049 0 146,203 0 37,123
桜井　洋子 183,326 66,500 0 0 0 0 26,114 0 92,614 0 90,712
佐野　義晴 183,326 84,275 37,180 0 0 0 1,620 0 123,075 0 60,251
清水　唯史 183,326 91,878 78,780 0 0 0 14,688 0 185,346 2,020 0
杉野　直樹 183,326 112,582 24,000 0 0 0 0 0 136,582 0 46,744
曽根　嘉明 183,326 64,186 116,680 0 0 0 0 0 180,866 0 2,460
平松　吉祝 183,326 64,186 116,680 0 0 0 0 0 180,866 0 2,460
福田　正男 183,326 26,778 127,440 0 0 0 21,124 0 175,342 0 7,984
藤本　善男 183,326 92,198 109,180 0 0 0 18,710 0 220,088 36,762 0
村田千鶴子 183,326 26,320 73,340 0 0 0 9,411 0 109,071 0 74,255
森　　伸一 183,326 19,278 167,920 777 0 0 12,730 0 200,705 17,379 0
八木　伸雄 183,326 54,332 61,360 38,880 0 0 8,887 19,480 182,939 0 387
山本　孝夫 183,326 0 105,922 518 0 0 22,690 0 129,130 0 54,196
横田川真人 183,326 84,275 24,000 0 0 0 0 0 108,275 0 75,051
横山　香理 183,326 26,778 117,700 518 0 0 2,700 0 147,696 0 35,630
合　　計 3,666,520 1,061,518 1,676,561 47,318 0 0 181,598 37,733 3,004,728 59,371 721,163

※政務活動費収支報告書は、ホームページ・情報公開コーナー（市役所、金谷南支所、金谷北支所、川根支所）で閲覧することができます。

※申請があった３議員に交付

議　員　名 交付額
支出内訳

支出合計 自己負担額 返還額A
調査研究費

B
研修費

C
広報費

D
広聴費

E
資料作成費

F
資料購入費 その他の経費

佐野義晴 16,666 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16,666
藤本善男 16,666 0 0 0 0 0 5,864 0 5,864 0 10,802
八木伸雄 16,666 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16,666
合計 49,998 0 0 0 0 0 5,864 0 5,864 0 44,134

（単位：円）【４月分（改選前）】

【５月～平成30年３月分（改選後）】

報告します！



 20

Shim
ada City Council N

ew
sletter

平
成

30年
8

月
10日

 発
行

　
N

o.65
編

集
・

発
行

／
島

田
市

議
会

〒
427‒8501 静

岡
県

島
田

市
中

央
町

１
番

の
１

TE
L 〈

0547〉36‒7204　
　

FA
X

 〈
0547〉37‒2212

Ｅ
メ

ー
ル

：
gikai@

city.shim
ada.lg.jp

議会だより編集に関する特別委員会

　６月定例会から議会だより編集に関する特別委員
会が新メンバーでスタートしました。
　メンバーの内訳は、前任から引き続き委員を務め
る人が３人、新たな委員が４人で、合計７人。委員
長には杉野が就任し、副委員長には清水が就任しま
した。
　現在の議会だよりは、４年の歳月をかけデザイン
や内容を研究・検討し、完成しました。今後の方向
性としては、ＳＮＳとの連携を研究し、市民はもち
ろん、市外の方にも島田市議会の活動を知っていた
だけるよう、新たな手法に取り組んでいきたいと思
います。
　これからも、市民にとって読みやすく、親しみや
すい議会だよりを目指して編集作業を進めてまいり
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

編 集 後 記

議会活動レポート

９月市議会定例会傍聴のお知らせ

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！

☆開会時間は…
　本会議　9：30　　常任委員会　9：30	
あなたのパソコン・スマホ等で、オンラインでも傍聴できます。
　水色のラインで示された日には、インターネットでの生中継を行い
ます。

傍聴をご希望の方は、議会開催日に市議会議場（市役所３階）へ
お越しください。
日 月 火 水 木 金 土
8/26 27 28 29 30 31 9/1

本会議
（初日）

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑）

常任委員会
（厚生教育）

16 17 18 19 20 21 22

敬老の日 常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（総務生活）

23 24 25 26 27 28 29

秋分
の日 振替休日 本会議

（最終日）

「伊豆・村の駅」「伊豆ゲートウェイ函南」で
視察研修会を実施しました

　当日は午前中に、民間事業者（㈱村の駅）
が設置・運営している「伊豆・村の駅」にお
いて、施設の概要や運営方法、農産物の売り
上げの特徴などの説明を受けました。
　午後には、ＰＦＩ事業の手法により建設・
運営している「伊豆ゲートウェイ函南」を視
察し、当該施設の建設の経緯、運営手法の特
徴、事業成果等について説明を受けました。
　議員相互での共通認識を深め、今後の議会
活動に生かせる有意義な視察となりました。

　平成30年度から本格的に始まる、新東名島田金谷インターチェンジ周辺地区における「賑
にぎ
わい交

流拠点整備事業」を重要プロジェクトと捉え、４月24日（火）に先進地の視察研修を行いました。

「伊豆ゲートウェイ函南」視察の様子

【委 員 長】杉野　直樹
【副委員長】清水　唯史
【委　　員】大関　衣世、大村　泰史、河村　晴夫
　　　　　 齊藤　和人、横山　香理


